






目的 

平成 2年 10月より,三歳児検診に聴覚検査が取入れされた。東京では,第一次検診には医師

や検査者は参加せず,家庭で聴覚チェックをしてもらう方式でパイロットスタディを行っ

てきた。その内容は,アンケート・ささやき声聴取検査・指こすり音聴取検査である。今回

われわれは,耳疾患のため帝京大耳鼻咽喉科及び帝京大市原病院を受診し,診断が確定した

小児に対し,医師または ST がこれらの検査を施行し,この方式の有効性を検討した。 


